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１．総合評価 

良い 
 
 

【評価コメント】 
各研究開発項目の達成度は十分であり、特許出願や発表論文数も良好である。カテコ

ラミン誘発性多形性心室頻拍(CPVT)、不整脈原性右室心筋症（ARVC）、若年性心房細
動、家族性洞不全症候群（SSS）の 4 つの不整脈疾患に焦点を絞り、特に CPVT および
ARVC について、疾患 iPS 細胞から誘導した心筋細胞、非心筋細胞を用いた立体モデル
を疾患モデルとして研究を進めた点は評価される。特に健常人株あるいは変異遺伝子修
復株を常にコントロールにおいて比較分析した点は科学的にも妥当と思われる。CPVT
において変異型カルモジュリンを標的としたアンチセンス核酸が新規治療法として開発
目標となったことは大きい。 一方で、ARVC では脂肪変性した細胞の催不整脈性に関す
る検討がなかったため、病態モデルとしての適切さが判然としなかった。ARVC では網
羅的解析により発現遺伝子変動を解析して候補のパスウェイを選択したものの、治療標
的の同定まで至らなかった点は今後の課題として残された。iPS 細胞の寄託実績が無か
ったので、今後は着実に寄託する事を期待する。 

 


